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１　はじめに
埼玉県のほぼ中央にある東松山市は、東

京都心から約50キロメートルという立地
条件と、恵まれた交通体系を背景に、首都
圏近郊の住宅都市としての役割を担う一
方、緑豊かな武蔵野の面影と美しい田園風
景が今なお残るまちである。市内では、水
田農業をはじめ、梨や栗などの果樹園芸、
多種多様な野菜生産や畜産が盛んに行わ
れ、農業が市民生活や地域経済の発展に大
きく貢献してきた。

耕地面積は田が724ヘクタール、畑が
713ヘクタールの合計1437ヘクタール
で、市域の約22％を占めており、市では、
新規就農者や青年農業者が組織した「東松
山農業者会ＮＥＸＴ」への支援や、新たな
野菜産地づくりのための戦略作物（スイー
トコーン、はくさい、キャベツ、カリフラ
ワーなど）の生産拡大に取り組んでいる。

このように当市では、第五次東松山市総
合計画の重点施策に農業・商工業などの「産
業振興」を掲げている。その施策のうち「創
業支援」については、創業支援センターを
拠点に創業場所の提供や支援相談員による
創業相談を行うとともに、平成28年６月
には、埼玉りそな銀行をはじめ12社から
の出資と市からの出

しゅつえん

捐金
きん

により「東松山起

業家サポートファンド」を創設した。市内
に本社を置く創業初期の企業を中心に投資
を行うことで、創業しやすい環境を整えて
いる。

そのような中、食品ロス削減アプリ「Ｔ
ＡＢＥＴＥ（タベテ）」を通じて、中食（持
ち帰り）のお店や飲食店で発生する食品ロ
スの削減に取り組んでいる株式会社コー
クッキング（以下「コークッキング」とい
う）は、令和２年７月に当ファンドの出資
を受けた。

一方で農業に関する課題もあった。市内
にある農産物直売所は、県内でも指折りの
販売額を誇っているが、直売所で売れ残っ
てしまった農産物は生産者が引き取るのが
通例であり、まだ商品価値があってもその
多くは廃棄されてしまう。生産者は売れ
残ってしまった農産物を引き取りに行く時
間と労力を要するだけでなく、丹精込めて
作った農産物を自ら廃棄することは、精神
的にも負担となっていた。

そこで、市とコークッキングは農産物の
食品ロス削減という共通課題のもと、他の
関係団体とも協議、検討を重ねて「ＴＡＢ
ＥＴＥレスキュー直売所」を設置すること
になった。

直売所で余った野菜を電車で
都市部へ直送
～産官学連携でモーダルシフ
トと食品ロス削減へ～
東松山市　環境産業部　商工観光課　副課長　小島　孝彦
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２　ＴＡＢＥＴＥレスキュー直売所の概要
ＴＡＢＥＴＥレスキュー直売所は、農業

者支援と食品ロス削減を目的に、東松山
市、コークッキング、東武鉄道株式会社（以
下「東武鉄道」という）、埼玉中央農業協
同組合（以下「ＪＡ埼玉中央」という）、
大東文化大学、株式会社大塚応援カンパ
ニー（以下「大塚応援カンパニー」という）
の６者が連携する取り組みである。具体的
には、東松山市を含む周辺５カ所の直売所
で売れ残った農産物をコークッキングが買
い取り、ＣＯ２排出量削減を図るため、東
武東上線を活用して、市から１時間弱の都
心ターミナル駅である池袋駅に運び、駅構
内で大学生が再販する（別記）。

これは、民間企業、ＪＡ、生産者、大学
そして行政が課題解決に向け、連携して取
り組んでいることが大きな特徴である。

以下に、それぞれの役割を紹介する。

ＪＡ埼玉中央は、この取り組みに賛同す
る生産者の取りまとめや、売れ残った農産
物を森林公園駅まで運搬する役割を担う。

鉄道輸送や販売スペースの貸し出しを
担っている東武鉄道は、この取り組みのた

めに「有料手回り品料金制度」を導入した。
鉄道会社の運賃は法律で規定されるため、
客車で一定以上のサイズの荷物を運ぶため
の制度がなく、これまでは客車への大型の
荷物の持ち込みは禁止されていた。そこで
東武鉄道では、社会貢献や地域活性化につ
ながる特定の企業・団体などに限り、一般
客車で荷物を運べるように本制度を創設し
た。農産物の輸送に車や専用貨物を用いる
のではなく、一般客車を利用することで効
率も良く、ＣＯ２排出量削減にもつながっ
ている。

コークッキングは、ＴＡＢＥＴＥレス
キュー直売所の全体の運営を、大東文化大
学は、その運営に携わる大学生の募集およ
び調整を担っている。大学では、食品ロス
削減やＳＤＧｓに関心のある学生を募るこ
とで、彼らの学びの場としても活用してい
る。子ども食堂を運営する大塚応援カンパ
ニーは、ＴＡＢＥＴＥレスキュー直売所で
余った農産物をお弁当の食材に活用し、ひ
とり親家庭の子どもたちに届けている。

東松山市は、関係団体への協力依頼、協
定書の締結のほか、方向性の確認や全体の
調整などの連携調整を担っている（図）。
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【別記】　ＴＡＢＥＴＥレスキュー直売所（令和５年４月現在）
〇販売日時：毎週月・水・金曜日の週３日（祝日を除く）　18：30 ～ 20：30 頃
〇販売場所：池袋駅 東武東上線南改札 券売機前
〇おおよその一日の流れ
16：00 ～ 農産物直売所で売れ

残った農産物を東武
東上線森林公園駅へ
輸送

（写真１）

農産物直売所閉店後に農産物を輸送用コンテナに収納し、
森林公園駅へ輸送
・東松山市を含む周辺 5 カ所（東松山市、滑川町、嵐山町、
小川町、鳩山町）の農産物直売所の農産物で最大 24 コ
ンテナ
・取り組みに賛同する生産者が出荷した農産物を輸送

～ 17：00 森林公園駅で農産物
を電車に積み込み

（写真２）

各直売所から集まった農産物を電車に積み込み
・先頭車両の運転室後ろの最前部にコンテナを配置
・ＪＡ埼玉中央の職員と大学生スタッフが協力して積み
込み

17：00 ～
17：49

農産物を電車で輸送
（写真３）

17：00 発 東武東上線川越特急・池袋行きの電車で池袋
駅まで輸送
・49 分で池袋駅へ到着
・コンテナは取り組みを周知する横断幕で仕切る
・同乗した大学生スタッフが農産物を管理
・駅ホームや電車内のアナウンスにより乗客に取り組み
をＰＲ

17：49 池袋駅で電車から農
産物を降ろす

（写真４）

農産物を電車から降ろす
・乗客の降車後、作業開始
・販売を担当する大学生スタッフも合流し迅速に対応
・東武鉄道の職員も安全確保に協力

18：30 ～
20：30

Ｔ Ａ Ｂ Ｅ Ｔ Ｅ レ ス
キュー直売所を開店

（写真５）

農産物を陳列し、販売開始
・東武東上線南改札 発券機前にて販売
・販売前には長蛇の列

20：30 ～ Ｔ Ａ Ｂ Ｅ Ｔ Ｅ レ ス
キュー直売所で売れ
残った農産物は、お
弁当として子どもた
ちへ提供

（写真６）

子ども食堂へ寄付し、ひとり親家庭を支援
・大塚応援カンパニーは、ひとり親家庭の子どもたちに
お弁当を無料で提供する「お弁当サポートプロジェクト」
を実施
・農産物を調理し、平日毎日 50 ～ 80 人前後の子ども
たちにお弁当を提供

〇ＴＡＢＥＴＥレスキュー直売所で販売している主な農産物
春 たけのこ、ふき、キャベツ、スナップエンドウ、セリ、タラの芽、わらび

夏 スイートコーン、きゅうり、なす、ブルーベリー、ゴーヤ、オクラ、ズッキーニ、 
モロヘイヤ

秋 梨、栗、とうがん、柿、落花生、葉しょうが、えだまめ、しゅんぎく

冬 ブロッコリー、はくさい、だいこん、カリフラワー、いちご、ほうれんそう、こまつな、
ゆず、のらぼう菜
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写真６　子ども食堂で弁当を無料配布（写真右は麻婆茄子弁当）

写真１　輸送する農産物を選定 写真２　農産物を電車に積み込み

写真４　池袋駅で農産物を降ろす

写真５　池袋駅構内で販売
写真３　輸送中の農産物は横断幕で仕
切る
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３�　ＴＡＢＥＴＥレスキュー直売所設置ま
での足取り
令和２年７月、コークッキングが東松山

起業家サポートファンドの出資を受け、東
松山市とコークッキングによる官民連携事
業を検討した際に「ＴＡＢＥＴＥレス
キュー直売所」の取り組みが発案された。

市では、実現の可能性を探るため、鉄道
事業者である東武鉄道と農産物直売所を運
営するＪＡ埼玉中央に協力を依頼し、同年
12月に東松山市、コークッキング、東武
鉄道、ＪＡ埼玉中央の４者で協議を行っ
た。その後、話し合いやシミュレーション
により課題の洗い出しを行い、第１回実証
実験（３年３月18日～ 31日）を実施した。
実証実験では、東松山農産物直売所１カ所
から12コンテナ分の農産物を輸送したが、
輸送量が少なく、収支がマイナスとなって
しまった。

そこで、第２回実証実験（３年６月21
日～７月30日）では、東松山農産物直売
所だけでなく、近隣の農産物直売所にも協
力を依頼し、農産物直売所を５カ所（東松
山市、滑川町、嵐山町、小川町、鳩山町）、
輸送する農産物（写真７）も24コンテナ
に増やした結果、収支の安定を図ることが
できた。

また、本件は「食品ロス削減」という社
会的な課題解決に向けて取り組んでいるた
め、教育上の観点から学びの場としても有
効であると考え、市内にある大東文化大学
に協力を依頼し、食品ロス削減やＳＤＧｓ
に関心のある学生をスタッフとして迎え、
販売体制の整備を図った。その後、３年８
月２日に、５者が連携協定を締結し、同日
から本格運用を開始した。

ＴＡＢＥＴＥレスキュー直売所では、そ
の日の状況によりどうしても農産物が余っ

てしまうことがあったため、４年６月か
ら、大塚応援カンパニーが運営する「Ｏ

オー

Ｏ
オー

Ｃ
シー

子ども食堂」に、販売し切れなかった農
産物の寄付を試験的に開始した。同年９月
15日に大塚応援カンパニーとの正式連携
が決定し、ＴＡＢＥＴＥレスキュー直売所
は６者連携により、農産物の廃棄が一切出
ない食品ロス削減の取り組みとして新たに
スタートした。

４　ＴＡＢＥＴＥレスキュー直売所の成果
この取り組みによる農産物の買い取り個

数は14万3748点にも上り、食品ロスの
削減量は約43.1トンと試算（注１）する（令
和５年４月末現在）。また、一般客車によ
る輸送のため、ＣＯ２排出量削減にもつな
がっている。

生産者からは、「丹精込めて作った野菜
が捨てられずに食べてもらえて何よりも嬉
しい」「売り上げが増えただけでなく、売
れ残り品を回収に行く時間や費用が削減さ
れて助かっている」「この素晴らしい取り
組みに自分も関われて嬉しい」といった声
が上がり、この取り組みに賛同し参加する
生産者は当初５～６人だったが、現在では
180人を超えている。

また、購入者からも、「食品ロスの削減
に関心があるため買いに来た」「スーパー

写真７　輸送する農産物
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では買えない新鮮な野菜がお手頃価格で買
える」「朝採れ野菜で新鮮でおいしいので
毎回足を運んでいる」と好評で、ＴＡＢＥ
ＴＥレスキュー直売所がオープンする10
分前になると少しずつお客様が増え始め、
順番待ちの行列ができるなど大盛況であ
る。

参加する学生スタッフは、ＴＡＢＥＴＥ
レスキュー直売所の企画、運営オペレー
ションの改善提案にとどまらず、売り上
げ・利益などの管理や、売り上げ向上のた
めの全体方針の策定などを担っており、学
生による運営組織も立ち上がるなど、各自
がキャリアデザインを考える貴重な機会に
もなっている。農産物直売所で売れ残る農
産物は日々変わるため、学生らは輸送する
農産物や目玉商品などの最新情報をＳＮＳ
で情報発信するとともに、のらぼう菜やと
うがんなどの珍しい農産物については、調
理方法や保存方法などを事前に調べてお客
様に提供している。また、お客様に感謝の
気持ちを伝えるために、本格運用開始から
１周年を記念した「ＴＡＢＥＴＥレス
キュー直売所１周年記念イベント」の企画・
実施のほか、運営改善のための購入者への
アンケート調査や生産者との交流会を開催
するなど、「販売を通じて生産者の想いや
苦労、食品ロス削減の重要性を伝えていき
たい」と意欲的である。

ＯＯＣ子ども食堂では、ＴＡＢＥＴＥレ
スキュー直売所で売れ残った農産物を、す
べてお弁当の食材として活用し、平日は毎
日50 ～ 80人前後のひとり親家庭の子ど
もたちへお弁当を無料で提供している。保
護者からは、「新鮮な野菜で嬉しい」「体に
良い感じがする」「食品ロス対策にもなる」
との声があり、子どもたちからも「とても
おいしい」「もっと食べたい」と喜ばれて

いる。
このように、ＴＡＢＥＴＥレスキュー直

売所は関係者すべてにメリットがあり、食
品ロス削減はもとより、生産者所得の向
上、ＣＯ２排出量削減、ひとり親家庭への
支援など、効果が多岐にわたる他には例を
見ない取り組みとなっている。

なお、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）
達成に向けた企業・団体等の優れた取り組
みを表彰する「第６回ジャパンＳＤＧｓア
ワード（注２）」において、「ＳＤＧｓ推進副
本部長（内閣官房長官）賞」を受賞してい
る（写真８）。

注１：第１回実証実験から５年４月末までの累計
農産物買い取り重量（買い取り１点あたり
300グラムで概算）。

注２：ＳＤＧｓ達成に資する優れた取り組みを
行っている企業・団体などを、ＳＤＧｓ推進
本部として表彰するもので、ＮＧＯ・ＮＰＯ、
有識者、民間セクター、国際機関などの広範
な関係者が集まるＳＤＧｓ推進円卓会議構成
員から成る選考委員会の意見を踏まえて決定
される。

写真８　総理大臣官邸において行われた
「第６回ジャパンＳＤＧｓアワード」表彰
式の様子
出典：首相官邸ホームページ
https://www.kantei.go.jp/jp/101_
kishida/actions/202303/17sdgs_award.
html（2023/5/15アクセス）

https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/actions/202303/17sdgs_award.html
https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/actions/202303/17sdgs_award.html
https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/actions/202303/17sdgs_award.html
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５　今後の取り組みについて
ＴＡＢＥＴＥレスキュー直売所は、２度

にわたる実証実験を経て、令和３年８月に
本格運用を開始した。その後も関係団体に
よる定例会を開催している。農産物が少な
くなる端境期への対応、販売方法の改善、
電子決済の導入など取り組み内容を改善
し、持続可能性を高めながら、収益性の向
上も図っている。特にＴＡＢＥＴＥレス
キュー直売所で売れ残ったり、電車の遅延
などにより販売できなかったりした農産物
の活用は大きな課題であったが、４年９月
から前述の子ども食堂との連携により改善
が図られている。

現在、５カ所ある農産物直売所では、い
ずれも土日の売れ残りが少なく、また、そ
れぞれ定休日も異なるため、ＴＡＢＥＴＥ
レスキュー直売所の営業日は、月・水・金
曜日の３日間としているが、それ以外の曜
日の売れ残りへの対応についても検討して
いる。

今後も連携する６者での定例会（写真９）
において、課題の抽出と改善を図り、継続
的に食品ロス削減に取り組んでいく予定で
ある。

なお、購入者に対して行ったアンケート
では、半数以上が「東松山市の名前は知っ
ているが行ったことがない」と回答してい

る。そこで、ＪＡ埼玉中央による農産物情
報や、大東文化大学の学生によるリポート
のほか、地元の観光ガイドクラブなどが連
携して作成した観光情報紙「四季だより」
をＴＡＢＥＴＥレスキュー直売所で配布
し、東松山市の観光スポットや旬の情報な
どのＰＲも行っている。

ＴＡＢＥＴＥレスキュー直売所を通じて
食品ロス削減を実現するとともに、多くの
お客様と生産者がつながることで、東松山
市への愛着を感じていただき、来訪者が増
えることも期待している。

小島　孝彦（こじま　たかひこ）
東松山市　環境産業部　商工観光課　副課長
【略歴】
平成12年４月　東松山市役所　入庁
同年より環境経済部環境保全課、市民生活部市民課、
環境産業部環境保全課、政策財政部課税課、政策財
政部政策推進課を経て、令和２年度より現職。

写真９　定例会の様子


